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■報告2 エコ住宅・再エネで脱炭素地域づくり
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国の基準の２倍の断熱性能で省エネ健康生活

断熱材 グラスウール

壁20cm

屋根40cm

窓 三重ガラス



山形県の２つの家の温度の比較

高断熱住宅の温度 一般的な家の温度

朝起きても18℃ 朝起きると10℃、廊下は常時5℃

2019年2月14日
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高断熱住宅＋太陽光発電＋薪ストーブ
ゼロエネルギー住宅

給湯 14 給湯 14
コンロ 2 コンロ 2照明 4 照明 4

太陽光発電 52

薪 22

太陽熱 5

家電 30 家電 30

暖房 84 

暖房 28 
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断熱性能を
一般的な省エネ基準
程度にしていた

場合のエネルギー需要

より高断熱にした
ことによる

エネルギー需要

再生可能エネルギー
の供給量

エ
ネ
ル
ギ
ー
（

G
J/
年

）

合計136GJ/年

合計79GJ/年 合計79GJ/年

高断熱による
省エネ効果



寒い家で起こる山形県の入浴時の死亡事故

入浴事故の死亡者は年間 215人

（山形県庄内保健所調査推計値）

交通事故の死亡者は年間 30人（2020年）

WHOは室温18℃を強く推奨（2018年ガイドライン）



山形の家を変える

「やまがた健康住宅基準」

• 2018年度に山形県が創設した独自の基準

• 国の省エネ基準を上回る断熱性能を有す
る住宅の基準

• ヒートショックによる住宅内における事故や
各種疾患を防止する

• 住宅の冷暖房エネルギーを削減

• 山形の家づくり利子補給制度の対象にも
なっている

レベル 外皮平均熱貫流率（UA値）

Ⅰ（★★★）

３地域 0.24W/㎡K以下

４地域 0.28W/㎡K以下

５地域 0.28W/㎡K以下

Ⅱ（★★）

３地域 0.28W/㎡K以下

４地域 0.34W/㎡K以下

５地域 0.34W/㎡K以下

Ⅲ（★）

３地域 0.38W/㎡K以下

４地域 0.46W/㎡K以下

５地域 0.48W/㎡K以下

隙間相当面積（C値）
2.0cm2／㎡以下[推奨1.0cm2／㎡以下]



古い家も断熱リフォームで快適・健康・省エネ
山形県／やまがた健康住宅資料

全体断熱
改修

部分断熱
改修



住宅におけるエネルギー需給の
一日の時間変動と蓄電池

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
時刻

太陽光発電

電力消費

余剰

蓄電池

不足

充電

放電



住宅におけるエネルギー需要と
太陽光発電量の季節変動

春 秋夏 冬

太陽光発電

エネルギー需要

不足

余剰

蓄電池

充電不足



暖房用エネルギーで見る
木のエネルギー貯蔵力と蓄電池の比較

蓄電池
5kWh
50kg

薪３本
4.6kg

＝

× エアコン

エアコンのエネルギー消費効率2.7
ペレットストーブの効率80％、薪ストーブの効率70％として算出

or

ペレット
3.7kg



薪やペレットのストーブが省エネ基準で使われる
住宅のエネルギー消費計算プログラムに入っていない

暖房設備の中に
ペレットストーブも薪

ストーブもない

太陽光、太陽熱温水器はある

建築物省エネルギー法にもとづく
住宅のエネルギー消費性能計算プログラムのWEB画面
開発 国立研究開発法人建築研究所



ゼロカーボン住宅で
快適な暮らし



液体水素と木のエネルギー貯蔵

世界最大級の液化水素貯蔵タンクの基本設計
川崎重工ホームページより

マイナス
253℃

容量10,000m3

＝

容量13,000m3

（スギ丸太はい積み）

外径約30m
水分率WB33%



日本のLNG備蓄と森林のエネルギーストック

LNG在庫量150万kl
（7日分）

森林面積350km2

（丸太1,300万m3）
＝

沸点ｰ162℃



日本の月別電力需要
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日本の燃料油、都市ガスの月別需要
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バイオマス地域熱供給のイメージ図

オーストリアバイオマス協会



バイオマスによるマイクロ地域熱供給
山形県最上町のモデルタウン

需要家

• 戸建て13戸、集合住宅10戸、合計23戸

• 暖房、給湯

• 燃料：チップ、ペレット、薪

• 熱供給配管約200m



山形県最上町モデルタウンのバイオマス熱供給プラント
DX化された熱制御システムと需給管理

熱供給用ポンプ1.1kW

熱量計木質燃料



東日本大震災直後の2011年5月に活動開始

目標 自然エネルギーをつかう人、つくる人の輪を広げ、みんなが自然エネルギーを使う山形に

理念 地域が主体になった自然エネルギーの利用

会員 約90名、賛助会員34社

代表 三浦秀一（東北芸術工科大学 建築・環境デザイン学科 教授）

https://yamaene.net/
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